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1　事業の概要

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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　感染症が発生した際の拡大防止を図り、県民生活への影響を最小限に抑えるため、迅速な疫学調査の実施や感染症指定医療機関等との
連携強化を推進していく。
　また、感染症にかからないための予防啓発も引き続き実施していく。

（主な実施内容：感染症発生動向調査、新型インフルエンザ対策、結核予防対策、ウィルス肝炎対策　　など）

ウィルス肝炎対策事業

ハンセン病対策事業

6,952 7,295 6,538

387 325

76,853 62,815 62,388

19,424 19,349

　感染症の予防及び感染症患者発生時のまん延防止を図るため、
病原体検査の実施や感染症指定医療機関への助成を行った。

　感染症発生情報の収集・解析のため、発生動向調査や、流行予
測調査等を実施した。

　結核患者を早期発見し、二次感染防止等を図るため、健診（検
診）事業や医療費の負担を行った。

（決算） （当初）

 概算事業費（B（A）+C） 979,685 969,921 841,980 907,127

29年度　実施内容（実績）

・検査精度を維持し、感染症の拡大防止を図るため、必要な検査機器の
更新を行う。
・早期のＨＩＶ検査を促すため、検査・相談体制の充実や啓発活動の促
進を図る。

467,260 360,721 425,868合計 59.40

263,432

411

19,790

216 155 216

285,673 193,900

　結核に関する知識の習得や地域連携を図るため、結核予防技術
や講習会への参加や、服薬確認(DOTS)事業を行った。

　エイズ対策の総合的推進を図るため、検査・相談事業や啓発事
業を行った。

　ウィルス肝炎の早期発見・早期治療を図るため、肝炎検査や患者
への医療費負担を行った。

　ハンセン病に関する正しい知識の普及や療養所施設の入所者
への支援を図るため、社会交流事業や療養所訪問を行った。

16.00

7.40

0.10

77,755 76,882 73,093

成果指標
設定理由

①感染症の流行状況を迅速・正確に調査・公表することにより、県民生活への影響を最小限度に抑える。
②③④感染症指定医療機関を維持し、必要な備品等の整備を促進することにより、万が一の感染症発生に備える。

（当初）

29年度 30年度
No

プロジェクト

No

17.30

細事業名

感染症対策事業

目標に対する

成果の状況

・感染症の流行状況を医療機関等の協力を得ながら週報及び月報により情報提供し、県民に対する注意喚起を図った。
・一類感染症及び二類感染症の患者の入院、医療を行う感染症指定医療機関について、法に基づく病床数を確保するとともに、新型インフ
ルエンザ対策として、感染期に受入れを予定している38医療機関に対し、個人防護具を助成した。

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性
・感染症の検体の検査、分析を行う環境保全研究所等の検査機器
が老朽化している。
・ＨＩＶ検査時点で既にエイズを発症しているいわゆる「いきなりエイ
ズ」の率が全国に比べて高い。

 決　　算　　額（B） 488,091 478,686 360,721
④

 概算人件費 （Ｃ） 491,594 470,092 481,259 481,259

概　算
人　件

費

 職員数（人） 59.40 59.40 59.40 59.40

290,448 200,718 238,635

　国庫支出金 296,274 209,381 186,783

達成
　県　債

②

達成
　その他 0 0 48 0

187,233
③

当初予算 417,544 452,110 467,260 425,868

前年度繰越
No

29年度

達成状況成果目標値
28年度末成果指標 27年度末

目指す姿

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 27年度 28年度 29年度 30年度 指標及びその達成状況

予
算
額 達成

合計（A) 649,148 499,829 387,549 425,868

補正予算 231,604 47,719 -79,711
①

Aの
財源

　一般財源 352,874

現状
(予算編成時)

　人・物の移動の迅速化、国際交流の進展などにより、ひとたび感染症が発生した場合は一気に広がる
懸念がある。
　また、蚊媒介感染症（デング熱・ジカ熱など）の国内（県内）発生や性感染症の広がりも懸念されている
ところである。
　なお、平成27年度に県内で届出のあった感染症（全数把握感染症）は27疾患となっている。

29年度決算額 360,721 千円

職員数 59.40 人

施策の
総合的展開

６－１　健康で長生きできる地域づくり

５　疾病対策の推進
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しあわせ信州創造プラン（総合５か年計画）
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事　業　名 感染症対策事業
部局 健康福祉部 課・室 保健・疾病対策課

実施期間 Ｓ２６ E-mail
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感染症調査予防事業

結核対策事業

結核特別対策事業

特定感染症（エイズ・性感染
症）対策事業

結核罹患率

感染症情報発行

感染症指定医療機関の数（現状維持）

個人防護具整備の促進
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以下
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表
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27年度 28年度

感染症対策事業 感染症対策協議事業
直
接 感染症対策協議会の開催（年2回開催）

会議開催は１回だが、次期計画策定にあたっては年間
を通して意見をいただいた。

計画通り
○

174 174 286 286 0 167 6-1-5 05-06-14

感染症対策事業 感染症健康診断事業
直
接

健康診断医薬材料費の購入、感染症検査機器（超低温
フリーザー等）の更新を行う。

健康診断医薬材料費の購入、感染症検査機器（超低温
フリーザー等）の更新を行った。

計画通り
○

5,956 10,673 18,309 11,910 917 18,389 6-1-5 05-06-14

感染症対策事業 感染症入院医療費負担事業
直
接

感染症患者を指定医療機関へ移送する体制を整備す
る。

感染症患者を指定医療機関へ移送する体制を整備し
た。

計画通り
○

651 401 608 608 0 237 6-1-5 05-06-14

感染症対策事業 感染症指定医療機関補助事業
直
接

第一種（1病院）、第二種（11病院）感染症指定医療
機関の運営費に対して補助を行う。

申請のあった感染症指定医療機関（第一種:１病院、
第二種:10病院)の運営費に対して補助を行った。

計画通り
○

36,441 39,502 39,080 39,080 62 33,010 6-1-5 05-06-14

感染症対策事業 予防接種対策事業
負
担
金

予防接種により健康被害を受けた者に対し、医療費、
障がい年金等を負担する。

予防接種により健康被害を受けた者に対し、医療費、
障がい年金等を負担した。

計画通り
○

9,419 11,150 11,577 11,577 1,481 11,498 6-1-5

感染症対策事業 予防接種対策事業
委
託 （予防接種センター事業 H30年度から実施） － － - - - - - - 6-1-5

感染症対策事業
新型インフルエンザ等対策推進事
業

直
接

新型インフルエンザ対策として、検査試薬の購入や医
療機関における個人防護具の購入補助を行う。

新型インフルエンザ対策として、抗インフルエンザ薬
耐性株サーベイランス実施要領に基づき、薬剤耐性確
認検査を実施。
感染期に新型インフルエンザ患者の入院に協力いただ
ける38医療機関に個人防護具の購入補助を実施。

計画通り
○

19,678 22,037 14,117 14,117 109 13,277 6-1-5 05-06-15

感染症対策事業 風しん抗体検査事業
委
託

安心して妊娠・出産できる環境づくりに資するため、
第一子の妊娠を希望する女性等を対象に、風しんの抗
体検査を実施する。

各保健所において、風しん抗体検査を実施。合計185
件の検査を行った。（㈱北信臨床へ委託）

計画通り
○

463 202 177 177 304 304 6-1-5 05-06-14

感染症調査予防事業 感染症発生動向調査事業
直
接

感染症の発生状況を収集・分析するため、届出医療機
関への協力謝金や、環境保全研究所で行う検査の医薬
材料費を購入する。

感染症の発生状況を収集・分析するため、届出医療機
関への協力謝金や、環境保全研究所で行う検査の医薬
材料費を購入した。

計画通り
○

16,338 17,278 16,561 16,561 32 16,634 6-1-5 05-06-16

感染症調査予防事業 感染症流行予測調査事業
直
接

インフルエンザや麻しん・風しん等の感染症の流行予
測を行うため、環境保全研究所が実施する検査に係る
医薬材料費を購入する。

インフルエンザや麻しん・風しん等の感染症の流行予
測を行うため、環境保全研究所が実施する検査に係る
医薬材料費を購入した。

計画通り
○

1,065 1,086 1,086 1,086 0 976 6-1-5 05-06-16

感染症調査予防事業 感染症健康診断等予防対策事業
直
接

インフルエンザ様疾患の集団発生の状況把握のため、
環境保全研究所が行う検査に係る医薬材料費を購入す
る。

インフルエンザ様疾患の集団発生の状況把握のため、
環境保全研究所が行う検査に係る医薬材料費を購入し
た。

計画通り
○

290 320 333 333 0 332 6-1-5 05-06-16

感染症調査予防事業 医療従事者感染症対策研修事業
直
接

医療従事者に対する感染症の情報や医療技術の伝達等
のため、医療従事者感染症対策研修会を開催する。
（年1回）

11月11日に開催し、約80名が出席。HIVに関する最新
の情報等を学習する機会となった。

計画通り
○

1,000 1,000 1,000 1,000 45 990 6-1-5 05-06-18

感染症調査予防事業 予防接種後健康状況調査事業
直
接

予防接種後の被接種者の健康状況について情報を収集
する。

予防接種後の被接種者の健康状況について情報を収集
すした。

計画通り
○

407 407 444 444 0 417 6-1-5

結核対策事業 結核健診事業
直
接

結核の疑いのある者の健診、結核治癒後の者の検診を
実施するため、医薬材料費を購入する。

結核の疑いのある者の健診、結核治癒後の者の検診を
実施しするための医薬材料を購入し、951人に対し健
診を実施した。
結核診断を外部に委託したことにより、保健福祉事務
所所有のエックス線装置を全て廃棄した。

計画通り
○

8,308 7,380 26,796 24,896 0 10,555 6-1-5 05-06-17

結核対策事業 結核健診事業
委
託

結核の疑いのある者の健診、結核治癒後の者の検診を
実施するため、エックス線撮影他を実施する。

結核の疑いのある者の健診、結核治癒後の者の424人
に対し検診を実施、患者・感染者及び再発者の早期発
見に努めた。（10保健所）

計画通り
○

585 3,023 6,901 6,901 0 5,398 6-1-5 05-06-17

結核対策事業 結核医療費負担事業
補
助
金

通院患者及び入院勧告患者に対して医療費の公費負担
をする。

通院患者及び入院勧告患者に対して医療費の公費負担
をした。

計画通り
○

35,253 37,384 38,916 34,482 7,242 37,981 6-1-5

結核対策事業 結核健康診断補助事業
直
接

私立学校及び私立施設が行う定期健康診断に要する費
用について、補助する。（29年度は168事業者を予
定）

私立学校及び私立施設が行う定期健康診断に要する費
用について、213事業者に対し補助した。

計画通り
○

7,864 8,120 9,800 9,800 0 8,289 6-1-5 05-06-17

結核対策事業 結核定期病状調査事業
直
接

結核の二次感染等を防ぐため、結核登録者のうち病状
把握が困難な者について、医療機関等から登録屋者の
病状を把握する。

結核の二次感染等を防ぐため、結核登録者のうち病状
把握が困難な者232人について、医療機関等へ依頼し
229人の病状を把握した。

計画通り
○

686 717 774 774 0 592 6-1-5 05-06-17

結核特別対策事業 結核予防総合事業
直
接

結核患者の服薬確認(DOTS)を徹底するため、服薬手帳
を作成し、患者に配布する。（300部作成予定）

結核患者の服薬確認(DOTS)を徹底するため、服薬手帳
を300部作成し、患者に配布した。

計画通り
○

619 1,348 142 142 0 97 6-1-5 05-06-17
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細事業
No

29年度
実施
状況

部局
事業番号

事　業　名 感染症対策事業

結核特別対策事業 結核予防技術者研修事業
直
接 結核業務に従事する保健所所職員を研修に派遣する。

結核業務に従事する保健所所職員4人（医師1人、保健
師2人、診療放射線技師1人）を結核研究所研修に派遣
した。

計画通り
○

236 240 245 245 0 228 6-1-5 05-06-17

特定感染症（エイズ・性感染症）
対策事業

エイズ・性感染症相談・検査、普
及啓発事業

直
接

保健所が行うＨＩＶ等の性感染症の無料検査に係る医
薬材料費を購入するとともに、エイズ予防に関する啓
発パンフレットを作成する。

保健所が行うＨＩＶ等の性感染症の無料検査に係る医
薬材料費を購入し各保健所に配布した。中学生用の啓
発パンフレット及び啓発用のカードを作成した。

計画通り
○

5,798 5,809 5,727 5,727 849 6,080 6-1-5 05-06-18

特定感染症（エイズ・性感染症）
対策事業

エイズ・性感染症相談・検査、普
及啓発事業

委
託

性器クラミジア感染症等検査、ＨＩＶ・エイズ診療及
び患者の実態調査を実施する。

性器クラミジア感染症等検査、およびＨＩＶ・エイズ
診療及び患者の実態調査を外部の機関に委託して実施
した。（㈱北信臨床へ委託）

計画通り
○

1,225 1,021 1,225 1,225 0 1,215 6-1-5 05-06-18

ウイルス肝炎対策事業 ウイルス肝炎対策事業
直
接

ウイルス肝炎診療協議会を開催するとともに、ウイル
ス肝炎患者の経済的負担軽減を図るため、慢性肝炎、
肝硬変及び肝がんの患者に対する医療費の一部を負担
する。

ウイルス肝炎診療協議会を開催するとともに、ウイル
ス肝炎患者の経済的負担軽減を図るため、慢性肝炎、
肝硬変及び肝がんの患者に対する医療費の一部を負担
した。

計画通り
○

263,356 274,574 277,413 277,413 -90,933 186,297 6-1-5 05-06-20

ウイルス肝炎対策事業 ウイルス肝炎対策事業
委
託

肝疾患相談支援センター事業、ウイルス肝炎検査事業
等を実施する。

肝疾患診療連携拠点病院(信大)に肝疾患診療相談セン
ターを設置し、相談業務を委託した。
各保健所においてウイルス肝炎検査事業を実施した。
(㈱北信臨床へ委託)

計画通り
○

1,516 8,048 8,272 8,260 181 7,603 6-1-5 05-06-20

ハンセン病対策事業 ハンセン病対策事業
直
接

ハンセン病に関する正しい知識の普及や療養所施設の
入所者への支援を図るため、社会交流（里帰り）事業
や療養所訪問（2か所）を行う。

11月に入所者1名の里帰り事業を実施。また、2か所の
療養所に訪問し。入所者との交流を行った。

計画通り
○

216 216 216 216 0 155 6-1-5 05-06-21

417,544 452,110 480,005 467,260 -79,711 360,721 0
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